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２
０
２
４
年
10
月
28
日
、
平
岡

英
彦
国
内
局
長
、
立
川
博
行
政
策

局
長
、
遠
藤
飾
総
合
政
策
部
長
が

運
輸
安
全
委
員
会
に
対
し
、「
海

難
事
故
に
対
す
る
迅
速
な
事
故
原

因
の
究
明
と
開
示
に
つ
い
て
」
の

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
組
合
よ
り
、
今
回
の
海
難

事
故
に
お
い
て
内
航
貨
物
船
の
日

本
人
航
海
士
の
み
が
起
訴
さ
れ
、

裁
判
に
お
い
て
松
山
地
方
裁
判
所

に
て
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
、
高
松

高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が
棄

却
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
も

の
の
、
棄
却
さ
れ
た
。
そ
の
一
方

で
、
事
故
発
生
当
時
の
来
島
マ

ー
チ
ス
に
よ
る
航
路
管
制
は
ど
の

よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
、
さ
ら

に
衝
突
後
、
外
国
籍
船
が
後
進
し

た
こ
と
で
内
航
貨
物
船
の
乗
組
員

の
避
難
が
困
難
と
な
り
沈
没
ま
で

の
時
間
を
早
め
、
死
傷
者
の
発
生

を
招
い
た
一
因
と
な
っ
た
可
能
性

や
、
裁
判
に
お
い
て
外
国
籍
船
ケ

ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
の
船
長
に
操
船

上
の
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
し
な
が

ら
も
不
起
訴
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
運
輸
安
全
委
員
会
の
事
故

原
因
の
究
明
や
調
査
報
告
が
な
い

中
で
刑
事
裁
判
だ
け
が
先
行
し
、

上
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
運
輸
安
全
委
員

会
か
ら
示
さ
れ
た
の
は
１
年
後
に

事
件
概
要
が
記
述
さ
れ
て
い
る
経

過
報
告
だ
け
で
あ
り
、
最
終
的
か

つ
具
体
的
な
調
査
結
果
の
報
告
書

が
未
だ
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。
行

動
指
針
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
最

終
的
な
報
告
に
時
間
を
要
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
途
中
経
過
、
す
な
わ

ち
中
間
報
告
が
あ
っ
て
然
る
べ
き

で
あ
る
と
強
く
主
張
し
、
海
難
事

故
に
お
け
る
運
輸
安
全
委
員
会
と

し
て
の
役
割
と
迅
速
な
対
応
を
強

く
求
め
た
。

早
急
な
事
故
原
因
の

報
告
を
要
請

　
本
来
、
海
難
事
故
に
つ
い
て
は

海
難
事
故
・
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト

に
対
す
る
調
査
・
勧
告
を
行
う
行

日
本
人
航
海
士
の
み
に
見
張
り
不

十
分
と
し
て
禁
錮
刑
が
下
さ
れ
た

司
法
判
断
に
強
い
憤
り
を
感
じ
て

い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

運
輸
安
全
委
員
会
の

役
割
と
対
応
を
指
摘

　
運
輸
安
全
委
員
会
は
、
旧
海
難

審
判
庁
が
２
０
０
８
年
の
組
織
改

編
に
よ
り
、
公
正
・
中
立
な
立
場

か
ら
科
学
的
か
つ
客
観
的
な
事
故

原
因
の
究
明
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
業
務
分
割
さ
れ
た
機
関
で
あ
り

「
事
実
情
報
の
提
供
な
ど
の
情
報

発
信
を
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
事
故
調
査
の

透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
情
報
の

開
示
に
努
め
る
」
こ
と
を
行
動
指

針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
１
年

５
月
の
事
件
発
生
時
か
ら
３
年
以

政
機
関
で
あ
る
運
輸
安
全
委
員
会

か
ら
の
総
合
的
な
事
故
原
因
が
究

明
・
明
確
に
さ
れ
た
う
え
で
、
そ

の
結
果
も
判
断
材
料
と
し
て
司
法

判
断
が
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回

の
司
法
判
断
は
、
運
輸
安
全
委
員

会
に
お
け
る
事
件
の
全
容
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
前
に
、
刑
事
裁
判
が

先
行
す
る
な
ど
極
め
て
公
正
を
欠

く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
現

在
も
使
命
感
を
持
ち
職
務
に
従
事

す
る
船
員
に
対
し
て
大
き
な
不
安

を
与
え
る
ば
か
り
か
、
こ
れ
か
ら

船
員
を
志
す
若
者
に
対
し
て
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
今
後
、
船
員
が
安
心
し
て
海
上

輸
送
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
運
輸

安
全
委
員
会
に
よ
る
一
刻
も
早
い

科
学
的
か
つ
客
観
的
な
調
査
・
分

析
に
よ
る
海
難
事
故
に
関
す
る
迅

速
な
事
故
原
因
の
究
明
と
判
明
し

て
い
る
事
実
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー

か
つ
積
極
的
な
提
供
・
開
示
を
求

め
る
と
と
も
に
、
今
回
の
海
難
事

故
に
対
す
る
事
故
原
因
の
究
明
と

早
急
な
報
告
書
の
全
面
開
示
を
強

く
主
張
し
た
。

　
２
０
２
１
年
５
月
、
来
島
海
峡
航
路
西
口
付
近
に
て
内
航
貨
物
船
と
外
国
籍
船
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
の
海
難

事
故
が
発
生
し
た
。
本
件
は
、
裁
判
に
お
い
て
最
終
的
な
事
故
原
因
や
因
果
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、
内
航
貨
物
船
の
航
海
士
の
み
に
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
な
ど
、
公
正
を
欠
い
た
司
法
判
断
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
本
組
合
は
、
２
０
２
４
年
９
月
17
日
に
記
者
会
見
を
開
催
し
、
海
難
事
故
に
お
け
る
運
輸
安

全
委
員
会
に
よ
る
早
急
な
事
故
原
因
の
究
明
と
事
実
確
認
の
開
示
、
そ
し
て
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
事
実
関
係
に
基
づ
く
公
正
な
司
法
判
断
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

10
月
28
日
に
至
り
、
運
輸
安
全
委
員
会
に
対
し
「
海
難
事
故
に
対
す
る
迅
速
な
事
故
原
因
の
究
明
と
開
示

に
つ
い
て
」
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
海
難
事
故
に
お
け
る
運
輸
安
全
委
員
会
に
よ
る
最
終
的
な

事
故
原
因
の
究
明
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
最
終
的
な
調
査
報
告
が
出
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
ま
た
運
輸
安
全
委
員
会
は
、
２
０
０
８
年
に
改
編
さ
れ
た
海
難
審
判
庁
の
機
能
を
維
持
し
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
が
、
今
回
の
海
難
事
故
に
つ
い
て
は
、
既
に
３
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
中
、
最
終
的
な
報

告
は
も
と
よ
り
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
中
間
的
な
情
報
の
提
供
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

「
事
実
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
積
極
的
な
提
供
・
情
報
発
信
」
と
す
る
運
輸
安
全
委
員
会
の
行
動
指
針
に
反

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
早
急
な
報
告
書
の
全
面
開
示
を
強
く
求
め
た
。

―内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故――内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故――内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故―

運輸安全委員会運輸安全委員会に対し、に対し、
迅速な事故原因の究明と事実情報の開示を強く要請迅速な事故原因の究明と事実情報の開示を強く要請

海
難
事
故

海
難
事
故
に
お
け
る

に
お
け
る
運
輸
安
全
委
員
会

運
輸
安
全
委
員
会
のの
報
告
報
告
はは
重
要
重
要
なな
判
断
基
準

判
断
基
準

左から遠藤飾総合政策部長、立川博行中央執行委員、平岡英彦中央執行委員、渋武容運輸安全員会事務局総務課長

宮島（厳島）体験乗船
四日市港社会見学体験乗船
東海北陸旅客船協会との
政官学労使懇談会〈名古屋〉

2 面
3 面
4 面
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子
ど
も
た
ち
は
、
午
前
９
時
に

宮
島
口
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
に
集

合
し
、
全
員
で
宮
島
松
大
汽
船
株

式
会
社
の
フ
ェ
リ
ー
で
宮
島
に
渡

っ
た
。

　
開
会
式
は
宮
島
の
フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
前
で
行
わ
れ
、
平
岡
英

彦
中
央
執
行
委
員
か
ら
主
催
者
代

表
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

本
組
合
政
治
参
与
の
中
原
好
治
広

島
県
議
会
議
員
と
三
上
え
り
参
議

院
議
員
、
渡
邉
保
克
中
国
運
輸
局

海
事
振
興
部
調
整
官
か
ら
来
賓
の

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

「大
島
丸
」乗
船

　
代
表
児
童
の
新
見
慧
士
く
ん
か

ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

子
ど
も
た
ち
は
３
班
に
分
か
れ
練

習
船
「
大
島
丸
」
に
乗
船
し
た
。

「
大
島
丸
」
が
出
港
す
る
と
操
舵

室
、
機
関
室
、
居
住
区
を
見
学
。

乗
組
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
子
ど

も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
レ
ー
ダ

ー
や
電
子
海
図
、
大
き
な
エ
ン

ジ
ン
な
ど
に
興
味
を
示
し
、
操
舵

室
で
は
、
双
眼
鏡
を
覗
き
、
自
分

た
ち
の
学
校
や
自
宅
を
探
し
て
い

た
。

　
船
内
見
学
が
終
わ
る
と
風
景
を

見
た
り
、
デ
ッ
キ
に
寝
転
が
っ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
航
海
中
の
「
大

島
丸
」
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
大
島
丸
」が
宮
島
桟
橋
に
着
桟

す
る
と
子
ど
も
た
ち
が
整
列
し
、

中
村
泰
裕
船
長
へ
お
礼
を
述
べ

「
大
島
丸
」
か
ら
は
児
童
全
員
に

記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

宮
島
水
族
館
見
学

　
「
大
島
丸
」
を
下
船
し
た
後
、

次
の
目
的
地
で
あ
る
宮
島
水
族
館

（
み
や
じ
マ
リ
ン
）
へ
向
か
っ
た
。

片
道
約
30
分
を
か
け
無
事
に
宮
島

水
族
館
（
み
や
じ
マ
リ
ン
）
へ
到

着
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ラ
イ
ブ

プ
ー
ル
で
持
参
し
た
お
弁
当
を
食

べ
た
後
、
水
族
館
内
の
見
学
や
ア

シ
カ
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、
オ
ッ
ト

セ
イ
シ
ョ
ー
で
は
、
ア
ザ
ラ
シ
と

ア
シ
カ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
と
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
最
後
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
代

表
児
童
の
正
岡
祐
杜
く
ん
と
野
田

智
沙
都
さ
ん
か
ら
「
本
日
は
、
わ

た
し
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
す
て
き
な
機
会
を
も
う
け
て
く

だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
日
一
日
、
学
校
で
は
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
ば
か
り
で
、

と
て
も
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
操
縦
室

や
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
普
段

見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
間
近
で

見
学
で
き
た
こ
と
が
一
番
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
機
関
室
や
大
島

丸
の
船
内
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
乗
船
を
通

し
て
、
海
で
働
く
方
々
の
仕
事
の

魅
力
も
見
て
学
ぶ
こ
と
で
き
ま
し

た
。
見
学
や
体
験
を
通
し
て
、
学

ん
だ
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に

し
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
体
験
乗
船

は
無
事
に
終
了
し
た
。

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
練
習
船「
大
島
丸
」で
船
員
の
仕
事
を
学
ぶ

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
練
習
船「
大
島
丸
」で
船
員
の
仕
事
を
学
ぶ

10
月
11
日
、
過
ご
し
や
す
い
秋
晴
れ
の
な
か
、
広
島
県
廿
日
市
市
に
お
い
て
、
本
組
合
主
催
の
「
宮
島
（
厳
島
）

体
験
乗
船
」
を
開
催
し
、
広
島
県
廿
日
市
市
立
佐
方
小
学
校
の
５
年
生
95
人
と
廿
日
市
市
こ
ど
も
相
談
室
の
小
学
５

年
生
３
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
体
験
乗
船
は
、
港
町
に
お
け
る
船
と
港
と
船
員
の
重
要
性
を
子
ど
も
た
ち
に
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
、
廿
日
市
市
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
中
国
海
事
広
報
協
会
の
後
援
の
も
と
、
大
島

商
船
高
等
専
門
学
校
と
中
国
運
輸
局
の
協
力
を
得
て
、
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
練
習
船
「
大
島
丸
」
を
利
用
し

て
開
催
し
た
。

練習船・大島丸練習船・大島丸練習船・大島丸

操舵室見学操舵室見学操舵室見学

機関室見学機関室見学機関室見学

渡邉保克中国運輸局海事
振興部調整官 三上えり参議院議員

中原好治広島県議会議員
（組合政治参与） 平岡英彦中央執行委員

令和６年度令和６年度宮島（厳島）体験乗船宮島（厳島）体験乗船
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「
操
舵
室
見
学
」
で
は
、
乗
組

員
が
制
作
し
た
船
体
模
型
を
も
と

に
、
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の

船
体
説
明
が
行
わ
れ
、
初
め
て
見

る
海
図
や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
に
興
味

を
示
し
、
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

を
ノ
ー
ト
に
記
入
し
て
い
た
。

　
「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
」
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
「
巻
き
結
び
」
と

「
も
や
い
結
び
」
を
教
え
、
児
童

た
ち
は
上
手
に
早
く
結
べ
る
よ
う

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
最
終

　
は
じ
め
に
「
伊
勢
丸
」
の
船
内

に
お
い
て
乗
船
式
が
行
わ
れ
、
主

催
者
を
代
表
し
て
平
岡
英
彦
中
央

執
行
委
員
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
後
、
竹
野
兼
主
四
日
市
市
議

会
議
員
（
組
合
政
治
参
与
）
か
ら

来
賓
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
乗
船
式
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
指

示
に
従
っ
て
、
児
童
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
、
船
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
学
習

し
た
。

的
に
は
児
童
全
員
が
「
も
や
い
結

び
」
を
マ
ス
タ
ー
し
、
早
駒
運
輸

株
式
会
社
の
「
マ
リ
ン
フ
ロ
ー
ト

チ
ャ
ー
ム
」
が
景
品
と
し
て
渡
さ

れ
た
。

　
「
四
日
市
港
の
船
と
港
紹
介
」

で
は
、
八
馬
汽
船
株
式
会
社
の
神

原
将
平
職
場
委
員
が
講
師
と
な

り
、
船
の
種
類
や
船
が
運
ん
で
い

る
荷
物
な
ど
を
教
え
、
児
童
か
ら

は
「
な
ぜ
船
員
に
な
っ
た
の
か
」

「
海
外
に
船
で
行
く
場
合
、
何
時

間
か
か
る
の
か
」「
タ
ン
カ
ー
船

で
海
に
油
が
漏
れ
た
ら
ど
う
す
る

の
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

現
役
船
員
の
講
師
が
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
と
共
に
、
船
員
職

業
の
魅
力
を
伝
え
た
。
入
港
間
際

に
は
、
四
日
市
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
係
船
作
業
の
様
子
を
見
学

し
、
児
童
は
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
入
港
風
景
に
く
ぎ
付
け
と

な
っ
て
い
た
。

　
最
後
に
、
海
事
広
報
協
会
や
太

平
洋
フ
ェ
リ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た

記
念
品
を
手
渡
し
、
児
童
は
笑
顔

で
下
船
し
た
。

伊勢湾フェリー株式会社伊勢湾フェリー株式会社伊勢湾フェリー株式会社

伊勢丸伊勢丸でで四日市港四日市港
社会見学体験乗船社会見学体験乗船

10
月
18
日
、
三
重
県
四
日
市
港
に
お
い
て
、
四
日
市
市
内
の
小
学

３
年
生
を
対
象
に
、
四
日
市
港
社
会
見
学
体
験
乗
船
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
体
験
乗
船
は
、
船
員
職
業
を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
も
ら
う

と
と
も
に
、
港
町
「
四
日
市
市
」
に
お
け
る
船
と
港
と
船
員
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
１
３
年
か
ら

全
日
本
海
員
組
合
が
主
催
し
、
中
部
運
輸
局
三
重
運
輸
支
局
、
四
日

市
市
教
育
委
員
会
、
四
日
市
港
管
理
組
合
、
中
部
海
事
広
報
協
会
の

後
援
の
も
と
、
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
、
四
日
市
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
、
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
各
社
に
協
力
い
た

だ
き
、
毎
年
開
催
を
し
て
い
る
。
今
年
は
、
四
日
市
市
立
楠
小
学
校

の
児
童
66
人
、
四
日
市
市
立
水
沢
小
学
校
の
児
童
12
人
、
四
日
市
市

立
中
央
小
学
校
の
児
童
26
人
が
体
験
乗
船
し
た
。

児童たちに
船員の

お仕事の魅力を
伝える

四日市港の船と港紹介四日市港の船と港紹介四日市港の船と港紹介

操舵室見学操舵室見学操舵室見学

伊勢丸伊勢丸伊勢丸

楠小学校 １班楠小学校 １班楠小学校 １班

楠小学校 ２班楠小学校 ２班楠小学校 ２班

水沢小学校水沢小学校水沢小学校

中央小学校中央小学校中央小学校

四日市港四日市港四日市港
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第85回定期全国大会第85回定期全国大会第85回定期全国大会

10月30日10月30日からから11月１日11月１日までまで
海員福祉研修会館で開催海員福祉研修会館で開催

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

の
３
日
間
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ

コ
ー
ト
東
京
（
海
員
福
祉
研
修
会

館
）
に
お
い
て
、
第
85
回
定
期
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
初
日
に
第

79
年
度
活
動
報
告
と
会
計
報
告
、

第
80
年
度
活
動
方
針
案
・
第
１
号

議
案
が
審
議
さ
れ
た
。
二
日
目
は

各
分
科
会
議
が
開
か
れ
（
外
航
＝

関
東
地
方
支
部
、
水
産
＝
ナ
ビ
オ

ス
横
浜
、
国
内
＝
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ

ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
）、
最
終
日
は

第
５
号
議
案
を
審
議
し
、
新
た
な

活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

静岡支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事林林芳久仁芳久仁
組合政治参与が退任組合政治参与が退任

—— 船員政策の具現化に貢献船員政策の具現化に貢献 ——

ありがとうございましたありがとうございました

名古屋
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
—— 第20回第20回 ——

東海北陸旅客船協会東海北陸旅客船協会とのとの

政官学労使懇談会政官学労使懇談会
10
月
１
日
14
時
か
ら
、
名
古
屋

港
ポ
ー
ト
ビ
ル
会
議
室
で
、
東
海

北
陸
旅
客
船
協
会
と
の
政
官
学
労

使
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
東
海
北

陸
旅
客
船
協
会
加
盟
船
社
９
社
18

人
、
愛
知
県
議
会
議
員
１
人
、
中

部
運
輸
局
１
人
、
船
員
養
成
教
育

機
関
４
校
４
人
、
本
組
合
か
ら
平

岡
英
彦
国
内
局
長
を
は
じ
め
、
関

西
地
方
支
部
管
内
執
行
部
10
人
と

職
場
委
員
２
人
の
合
計
36
人
が
出

席
し
た
。

　
は
じ
め
に
山
原
始
名
古
屋
支
部

長
が
「
本
年
は
能
登
半
島
地
震
や

日
向
灘
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
で

各
社
が
影
響
を
受
け
、
今
後
も
よ

り
一
層
の
災
害
対
策
、
安
全
運
航

が
求
め
ら
れ
る
。
本
日
は
人
材
確

保
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
東
海
北
陸
旅
客
船
協
会
の

宮
脇
幸
次
会
長
か
ら
「
燃
料
高
騰

や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
よ
る
物
流

転
換
期
へ
の
対
策
、
船
員
の
確
保

・
育
成
な
ど
厳
し
い
現
状
で
あ
る

が
、
重
要
課
題
で
あ
る
海
技
の
伝

承
に
向
け
、
各
社
の
特
色
を
各
学

校
に
理
解
い
た
だ
き
、
学
生
の
就

職
に
対
す
る
想
い
を
受
け
止
め
る

意
見
交
換
を
行
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
本
組
合
を
代
表
し
平
岡

国
内
局
長
が
「
海
運
業
界
に
お
い

て
船
員
の
継
続
的
な
採
用
の
た

め
、
労
働
環
境
や
労
働
条
件
、
賃

金
の
見
直
し
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
本
日
は
定
着
率
向
上
や
船
員

の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
中
部
運
輸
局
か
ら
は
海
事
振
興

部
の
柴
垣
和
典
部
長
が
「
旅
客
船

業
界
で
は
知
床
旅
客
船
事
故
を
受

け
、
小
型
旅
客
船
安
全
対
策
事
業

補
助
事
業
の
実
施
、
来
年
度
よ
り

運
航
管
理
者
証
制
度
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
よ
り
一
層
の

安
全
運
航
を
確
保
で
き
る
体
制
に

向
け
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
体
験

乗
船
の
後
援
で
船
員
の
魅
力
を
伝

え
、
人
材
確
保
に
向
け
課
題
の
共

有
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
議
事
に
入
っ
た
。

　
船
員
教
育
機
関
か
ら
は
就
職
状

況
報
告
、
生
徒
の
重
要
視
す
る
就

労
環
境
や
賃
金
に
対
す
る
意
見
が

出
さ
れ
、
旅
客
船
協
会
か
ら
は
各

社
の
運
航
形
態
や
採
用
状
況
に
つ

い
て
、
中
部
運
輸
局
か
ら
は
船
員

教
育
機
関
卒
業
生
の
求
人
・
就
職

状
況
や
内
航
船
の
雇
用
対
策
や
女

性
船
員
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
報
告
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
主
な
意
見
・
質
問
は
▽
各
学

校
の
定
員
に
対
す
る
応
募
状
況
・

入
学
者
数
に
つ
い
て
▽
学
生
の
求

人
に
対
し
て
重
要
視
す
る
ポ
イ
ン

ト
▽
学
生
の
入
学
動
機
、
進
路
希

望
に
つ
い
て
▽
卒
業
生
の
就
労
情

報
や
退
職
相
談
に
つ
い
て
▽
各
社

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ

に
つ
い
て
―
な
ど
が
あ
り
、
出
席

者
の
意
見
交
換
で
今
後
の
課
題
を

共
有
し
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

引
き
出
し
た
。

　
感
謝
状
贈
呈
に
際
し
て
髙
宮
成

昭
関
東
地
方
支
部
長
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
長
年
、
本
組
合
の
政
策
活

動
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
示
し
て
感

謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　
林
芳
久
仁
組
合
政
治
参
与
か
ら

は
「
静
岡
県
は
わ
が
国
有
数
の
水

産
県
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
や
り
尽

く
せ
て
い
な
い
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
高
齢
に
よ
り
令
和
５

年
に
は
議
員
職
も
引
退
し
、
船
員

に
関
す
る
政
策
を
推
進
す
る
後
輩

県
議
の
発
掘
・
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
本
組
合
か

ら
求
め
ら
れ
れ
ば
協
力
を
惜
し
ま

な
い
所
存
で
す
が
、
後
輩
議
員
の

活
躍
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
」

と
の
思
い
を
語
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
か
ら
、
静
岡
県
を
中

心
に
活
躍
い
た
だ
い
た
林
芳
久
仁

組
合
政
治
参
与
の
退
任
に
伴
い
、

９
月
９
日
、
静
岡
支
部
で
髙
宮
成

昭
関
東
地
方
支
部
長
か
ら
、
林
芳

久
仁
組
合
政
治
参
与
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　
林
芳
久
仁
政
治
参
与
は
平
成
15

年
か
ら
約
20
年
に
わ
た
っ
て
静
岡

県
議
会
議
員
と
し
て
静
岡
県
を
中

心
と
す
る
海
、
船
、
船
員
に
関
す

る
政
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、

本
組
合
が
行
う
静
岡
県
お
よ
び
県

内
自
治
体
に
対
す
る
政
策
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

　
最
近
の
活
動
で
は
、
本
年
７
月

の
静
岡
県
へ
の
海
上
労
働
に
関
す

る
政
策
要
望
時
に
、
ご
同
行
い
た

だ
き
、
静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等

学
校
専
攻
科
の
定
員
増
加
を
見
据

え
た
練
習
船
の
代
替
建
造
な
ど
に

つ
い
て
、
県
の
前
向
き
な
回
答
を

こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
情
報
共
有

こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
情
報
共
有

左から林芳久仁組合政治参与、髙宮成昭関東地方支部長、森本雷行静岡支部長

大会詳細記事は、
次号の

船員しんぶんに
掲載予定
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